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checklist must help  them as a guidance when they create  institutional environment  in day service 
center.


















成 25 年 10 月１日現在で、介護予防通所介護事業所 36,097 カ所、介護予防認知症対応型通所
事業所 3857 カ所、通所介護事業所 38,127 カ所、認知症対応型通所介護事業所 4,193 カ所である。
介護保険制度開始当時は 1万カ所に満たなかった事業所数は 14 年間で 4倍近くに増加してい
ることになる。









と平成 26 年とを比較してみると、65 歳以上の第１号被保険者は 14 年間で 1.47 倍に増加して























































































































































































































1-6 送迎スタッフの服装や接遇態度は品格がある ○ ○ ○






















見当識 機能 刺激 安全安心生活継続性自己選択プライバシふれあい
2-1 施設の玄関や入口付近は入りやすい雰囲気である ○ ○
2-2 外部から建物内への動線が安全に移動できる ○ ○
2-3 自分の荷物や上着などの持ち物を自己管理できる保管場
所がある









































































































見当識 機能 刺激 安全安心生活継続性自己選択プライバシふれあい
4-1 集団から距離を置きたい時に避難するコーナーがある ○ ○ ○
4-2 遠くから活動を見学していられるコーナーがある ○ ○ ○
4-3 仲の良い少人数でおしゃべりを楽しむコーナーがある ○ ○
4-4 静かに本や新聞を読んで過ごしたい時のコーナーがある ○ ○ ○






























































見当識 機能 刺激 安全安心生活継続性自己選択プライバシふれあい
6-1 施設内で移動や動作することがリハビリ効果につながる
よう、安全で適度な移動距離や空間が用意されている
















































































見当識 機能 刺激 安全安心生活継続性自己選択プライバシふれあい
8-1 献立表を配布、掲示するなど食事への期待を高めている ○ ○






































































見当識 機能 刺激 安全安心生活継続性自己選択プライバシふれあい
10-1 地域住民にとって、分りやすい施設案内表示がある ○ ○































の利用者の約８割は女性、平均年齢は男性 77.8 歳 女性 76.8 歳、介護度の割合は、要介護１が












































































































































針 PEAP 日本版 3のデイサービスへの適用―」日本社会事業大学社会事業研究所研究紀
要第 59 集，167-182
　本研究の調査は「日本社会事業大学共同研究：超高齢団地における安心居住の支援方法に関
する研究」の一環として実施し、チェックリストの作成は「介護福祉学の構築に向けての研究
プロジェクト」により行った。
